


［解答］一般入試 １期 【１日目】

４

(1) 平方完成して

y = x2 − 2x+ k2 − 4k + 4 = (x− 1)2 − 1 + k2 − 4k + 4 = (x− 1)2 + k2 − 4k + 3
よって，グラフの頂点の座標は (1，k2 − 4k + 3)

(2) 方程式 x2 − 2x+ k2 − 4k + 4 = 0 の解の判別式は

D
4
= 1− (k2 − 4k + 4) = −k2 + 4k − 3

よって，−k2 + 4k − 3 > 0 を解く。

k2 − 4k + 3 < 0 (k − 1)(k − 3) < 0 1 < k < 3

より，求める k の範囲は 1 < k < 3

(3) 頂点の y座標が最小のとき，m の値が最大になる。

よってまず，1 < k < 3 の範囲で，k2 − 4k + 3 を最小にする k 値を求める。

k2 − 4k + 3 = (k − 2)2 − 4 + 3 = (k − 2)2 − 1 より，k = 2 のとき最小である。

このとき，共有点の x座標は

x2 − 2x+ k2 − 4k + 4 = x2 − 2x+ 22 − 4 · 2 + 4 = x2 − 2x = x(x− 2) = 0
を解いて，x = 0，2 このとき m = 2− 0 = 2 となる。

以上より， k = 2 のとき m の値は最大で m = 2 となる。

５

(1) 1回目の平均値は 0 であるから，−1 + a+ 2− 1 + 0 = a = 0
よって， a = 0

2回目の平均も 0 であるから，3 + b+ 0 = 3 + b = 0 よって， b = −3

(2) (1)の結果より，各回の分散は

s21 = 1
5
{(−1− 0)2 + (0− 0)2 + (2− 0)2 + (−1− 0)2 + (0− 0)2}

=
1 + 0 + 4 + 1 + 1

5
= 6
5

s22 = 1
3
{(3− 0)2 + (−3− 0)2 + (0− 0)2} = 9 + 9 + 0

3
= 6

(3) 8個のデータの平均は 0 なので (2) より，

s2 = 1
8
{(−1− 0)2 + (0− 0)2 + (2− 0)2 + (−1− 0)2 + (0− 0)2

+(3− 0)2 + (−3− 0)2 + (0− 0)2}
=

6 + 18
8

= 3
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４

(1) まず，方程式 x3 − 4x2 + 5 = x3 − 11 を解く。

整理して 4x2 − 16 = 0 x2 − 4 = 0 (x− 2)(x+ 2) = 0
よって，解は x = −2，2
x = −2 のとき，y = (−2)3 − 11 = −19
x = 2 のとき，y = 23 − 11 = −3

ゆえに， 共有点は (−2，−19)，(2，−3) の 2個である。

(2) f 0(x) = 3x2 − 8x したがって，f 0(3) = 3 · 32 − 8 · 3 = 3
よって，点Aにおける接線の傾きは 3 である。

y = 3(x− 3)− 4 = 3x− 13 と計算して，求める接線の方程式は， y = 3x− 13
次に，g(x) のグラフの接線で，傾きが 3のものを求める。

g0(x) = 3x2 = 3 を解くと，x = −1，1
x = −1 のとき，g(−1) = (−1)3 − 11 = −12
ゆえに，点 (−1，− 12) における接線の方程式は，y = 3(x+ 1)− 12 = 3x− 9

x = 1 のとき，g(1) = 13 − 11 = −10
ゆえに，点 (1，− 10) における接線の方程式は，y = 3(x− 1)− 10 = 3x− 13

以上より，Bの座標は (1，−10)

(3) 求める面積 S は

S =

Z 2

1

©
x3 − 11− (3x− 13)ª dx+ Z 3

2

©
x3 − 4x2 + 5− (3x− 13)ª dx

=

Z 2

1

(x3 − 3x+ 2) dx+
Z 3

2

(x3 − 4x2 − 3x+ 18) dx

=

Z 3

1

(x3 − 3x) dx−
Z 3

2

4x2 dx+ 2(2− 1) + 18(3− 2)

=
h
1
4
x4 − 3

2
x2
i3
1
−
h
4
3
x3
i3
2
+ 20

= 1
4
(81− 1)− 3

2
(9− 1)− 4

3
(27− 8) + 20

= 8
3
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５

(1) Y = 3 となる確率は， 4
35

+ 3
35

= 7
35

= 1
5

よって，このとき Z = 0 である条件付き確率は， 3
35

÷ 1
5
= 3

7

(2) Y と Z の確率分布は次の表で表される。

Y 1 2 3 4 5 計

P 1
5

1
5

1
5

1
5

1
5

1

Z 1 0 計

P 4
7

3
7

1

よって，E(Y ) = 1 · 1
5
+ 2 · 1

5
+ 3 · 1

5
+ 4 · 1

5
+ 5 · 1

5
= 3

また，E(Z) = 1 · 4
7
+ 0 · 3

7
= 4
7

E(Z2) = 12 · 4
7
+ 02 · 3

7
= 4
7

より

V (Z) = E(Z2)− {E(Z)}2 = 4
7
−
³
4
7

´2
= 12

49

(3) このゲームを n回目実施したときの賞金の期待値は，10× 4
7
× n = 40

7
n である。

よって， 40
7
n > 200 を解くと， n > 35

ゆえに， 36回以上ゲームを行えばよい。
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